
「製品の製造という形を取らずに、図案の
提供という形で製品の力になれたことは、
新鮮な体験でした。ライセンス料は復興と
今後の伝統産業の維持に役立てさせてもら
います。ありがとうございました。」
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日本の伝統工芸を新たな形で表現する、そし

てその継承に繋げたい・・・その思いから、

新世代のサンダルと和の伝統が出会い、２１

世紀の GETA が生まれました。

新潟の伝統的な染織物の染型を《YOGUI》の

アッパーデザインをそのまま使用した、

NIIGATA TRADITIONAL CRAFT モデル。

YOGUI　ASANOHAのデザインは、新潟県小

千谷片貝、宝暦元年（1751）創業「紺仁染織

工房」に伝わる「越後染型」を使用しています。

「麻の葉」柄は、正六角形を基本に広がった麻

の葉を幾何学的に組み合わせた、伝統的な日

本の図案です。麻は成長が早いことから、健

やかに育つようにと乳幼児の着物などに多用

されました。

藍 -Ai-
日本で古来から親しまれてきた独特の染め

技法。布や糸を丈夫にし、害虫を寄せ付け

ない効果があることから、野良着、もんぺ

などに使われてきた庶民の為の染物です。

マスキングに使う「ふの

り」。紅藻スギノリ目の

海藻を練ったもので、こ

の地域特産の「へぎそば」

の「つなぎ」にも使われ

ている。

足の形に合わせて立体成型、蒸れにく

い意匠を施したフットベット。軽量で、

足を優しく包み込む EVA 素材のアッ

パー。歩行時の屈曲性を研究して生ま

れたコンフォートデザイン。

YOGUI

弁柄 -Bengara-
インドの北東部ガンジス川下流地帯、ベ

ンガル地方の建物塗装用の赤土が日本に

伝わり、赤黒色の弁柄染めを生みました。

激しくかつ壮厳な色といわれています。

松煙 -Syouen-
松ヤニをいぶして出来た　スス　に、ニ

ワカを混ぜて練り上げた松煙墨。これを

豆乳と混ぜて引いたもの、それが松煙染

めです。江戸時代には粋のシンボルとさ

れました。

実際の型紙。ろう引きで繰

り返し使用に耐える。型紙

の上から「ふのり」を生地

に付け、マスキングをした

後に色染めをする。

「麻の葉柄」。麻の葉っぱを

モチーフにした六角形の幾

何学模様。古くからテキス

タイルに使われ、すくすく

育つ麻のようにと、幼児の

着物関連によく使われた。

YOGUI　ASANOHAは 2008 年度、合計約 6400

足販売されました。その収益の一部は KEEN 

Japan より「オカタジケ　プロジェクト」

（http://www.okatajike.com/）を通じて、新潟中

越地震で被災した「紺仁染織工房」に支払われ、

染め工房の持っているテキスタイルのライセンス

と言う新しいビジネスモデルで復興支援と伝統工

芸の継承に役立てられました。

このプロジェクトは来シーズンも新ラインナップ

で継続されることが決定しています。　
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